
 第Ⅱ部 第１２章 欧米における近代国民国家の発展 

２ ヨーロッパの再編 （４）ドイツ帝国とビスマルク外交                                                            教教教教ｐｐｐｐ246246246246（（（（L14L14L14L14））））～～～～248248248248 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドイツ 

○プロイセン王ヴィルヘルム 1 世即位（1861），首相ビスマルク就任（1862） 

○普墺戦争（1866）…オーストリアに勝利 

○普仏戦争（1870）…フランスに勝利（ナポレオン 3 世を捕虜とする） 

 成立！（1871～1918） …プロイセンの強大な指導力のもと，22 君主国の連邦国家 

○プロイセン王がドイツ皇帝を兼任（1871：【2           】即位） 

○帝国宰相は皇帝にのみ責任を負う →帝国議会は存在するが無力 

ビスマルク体制の形成（1871～1890） 

〔内政〕 

○【3       】…普主導の統一に反対する南ドイツのカトリック教徒を抑圧 

○【4          】法…社会主義運動の弾圧 （※のちの【5       】党が 1875 年に結成） 

○社会保険制度を実施…労働者の懐柔 

〔外交〕 

○【6    】同盟（1873）…ドイツ・オーストリア・ロシア 

○【9           】を開催（1878） 

〔目的〕露土戦争に関わる英・墺・露の利害を調整 

〔結果〕サン＝ステファノ条約破棄，新たに【10      】条約締結 

：ブルガリアはオスマン帝国内の自治国となる 

⇒ロシアの南下政策またも挫折 

：ルーマニア・セルビア・モンテネグロがオスマン帝国から独立 

：オーストリアがボスニア・ヘルツェゴヴィナを獲得 

：イギリスがキプロス島を獲得 

○新三帝同盟（1881）…独・墺・露 

○【11    】同盟（1882）…ドイツ・オーストリア・イタリア 

○【12      】条約（1887）…三帝同盟が消滅したため，ロシアと単独で提携を結ぶ 

 

◇【7           】戦争（露土戦争，1877～78） 

⇒【8           】条約…オスマン帝国からブルガリア独立→ロシアの影響下に！ 

⇒イギリス・オーストリアが反対！ 

 

《《《《国際的諸運動国際的諸運動国際的諸運動国際的諸運動のののの進展進展進展進展》》》》    

○【13              】（国際労働者協会，1864）…各国の社会主義者による労働運動のための組織 

：ロンドンで結成，指導者マルクス 

○【14      】条約（1864）…国際赤十字社の設立：戦時における傷病者の救護を行う 

※クリミア戦争時の看護婦【15            】の活動に刺激⇒スイス人デュナンが設立 

○【16             】大会（1896，第 1 回アテネ大会）…スポーツ交流による国際親善 

○万国博覧会（万博）…各国の産業・技術を紹介（1851：第 1 回ロンドン万博，1855：第 2 回パリ万博） 
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